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令和２年９月３日 開会 

令和２年９月18日 閉会 

  （定例第８回） 



南部町告示第85号

令和２年第８回南部町議会定例会を次のとおり招集する。

令和２年８月17日

南部町長 陶 山 清 孝

記

１．期 日 令和２年９月３日

２．場 所 南部町議会議場

○開会日に応招した議員

加 藤 学君 荊 尾 芳 之君

滝 山 克 己君 長 束 博 信君

白 川 立 真君 三 鴨 義 文君

仲 田 司 朗君 板 井 隆君

景 山 浩君 細 田 元 教君

井 田 章 雄君 亀 尾 共 三君

真 壁 容 子君 秦 伊知郎君

○応招しなかった議員

な し
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令和２年 第８回（定例）南 部 町 議 会 会 議 録（第１日）

令和２年９月３日（木曜日）

議事日程（第１号）

令和２年９月３日 午後１時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 諸般の報告

日程第５ 報告第３号 令和元年度決算に基づく健全化判断比率について

日程第６ 報告第４号 令和元年度決算に基づく資金不足比率について

日程第７ 報告第５号 法人の経営状況について

日程第８ 議案第66号 南部町東長田財産区管理委員の選任について

日程第９ 議案第67号 令和元年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について

日程第10 議案第68号 令和元年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第11 議案第69号 令和元年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第12 議案第70号 令和元年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第13 議案第71号 令和元年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第14 議案第72号 令和元年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第15 議案第73号 令和元年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第16 議案第74号 令和元年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第17 議案第75号 令和元年度南部町太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第18 議案第76号 令和元年度南部町水道事業会計決算の認定について

日程第19 議案第77号 令和元年度南部町病院事業会計決算の認定について

日程第20 議案第78号 令和元年度南部町在宅生活支援事業会計決算の認定について

日程第21 議案第79号 南部町手数料徴収条例の一部改正について
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日程第22 議案第80号 令和２年度南部町一般会計補正予算（第６号）

日程第23 議案第81号 令和２年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

日程第24 議案第82号 令和２年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）

日程第25 議案第83号 令和２年度南部町病院事業会計補正予算（第３号）

日程第26 議案に対する質疑

本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 諸般の報告

日程第５ 報告第３号 令和元年度決算に基づく健全化判断比率について

日程第６ 報告第４号 令和元年度決算に基づく資金不足比率について

日程第７ 報告第５号 法人の経営状況について

日程第８ 議案第66号 南部町東長田財産区管理委員の選任について

日程第９ 議案第67号 令和元年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について

日程第10 議案第68号 令和元年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第11 議案第69号 令和元年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第12 議案第70号 令和元年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第13 議案第71号 令和元年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第14 議案第72号 令和元年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第15 議案第73号 令和元年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第16 議案第74号 令和元年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第17 議案第75号 令和元年度南部町太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第18 議案第76号 令和元年度南部町水道事業会計決算の認定について

日程第19 議案第77号 令和元年度南部町病院事業会計決算の認定について

日程第20 議案第78号 令和元年度南部町在宅生活支援事業会計決算の認定について
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日程第21 議案第79号 南部町手数料徴収条例の一部改正について

日程第22 議案第80号 令和２年度南部町一般会計補正予算（第６号）

日程第23 議案第81号 令和２年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

日程第24 議案第82号 令和２年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）

日程第25 議案第83号 令和２年度南部町病院事業会計補正予算（第３号）

出席議員（14名）

１番 加 藤 学君 ２番 荊 尾 芳 之君

３番 滝 山 克 己君 ４番 長 束 博 信君

５番 白 川 立 真君 ６番 三 鴨 義 文君

７番 仲 田 司 朗君 ８番 板 井 隆君

９番 景 山 浩君 10番 細 田 元 教君

11番 井 田 章 雄君 12番 亀 尾 共 三君

13番 真 壁 容 子君 14番 秦 伊知郎君

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名 ここから直す

局長 藤 原 宰君 書記 赤 井 沙 樹君

書記 藤 下 夢 未君

説明のため出席した者の職氏名

町長 陶 山 清 孝君 副町長 土 江 一 史君

教育長 福 田 範 史君 病院事業管理者 林 原 敏 夫君

総務課長 大 塚 壮君 総務課課長補佐 加 納 諭 史君

企画政策課長 田 村 誠君 企画監 本 池 彰君

防災監 田 中 光 弘君 税務課長 三 輪 祐 子君

町民生活課長 芝 田 卓 巳君 子育て支援課長 吾 郷 あきこ君
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教育次長 安 達 嘉 也君 人権・社会教育課長 岩 田 典 弘君

病院事務部長 山 口 俊 司君 健康福祉課長 糸 田 由 起君

福祉事務所長 渡 邉 悦 朗君 建設課長 田 子 勝 利君

産業課長 岡 田 光 政君 監査委員 仲 田 和 男君

議長挨拶

○議長（秦 伊知郎君） 令和２年９月定例会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。

朝晩秋の気配が感じられるようになりましたが、まだまだ残暑厳しい毎日が続いております。

今年の夏は異常な猛暑が続き、過去に例のない連日の猛暑日が記録されています。町民の皆様に

おかれましては、くれぐれも体調管理、健康管理に留意され、御自愛なされますようにお願い申

し上げます。

さて、新型コロナウイルス第二波の到来とも言える感染の拡大により、マスクの着用、手洗い

・うがいの徹底、不要不急の外出自粛など、新しい生活様式を徹底させ、感染拡大の防止に努力

しなければなりません。

また、例年９月は多くの台風が発生する時期でもあります。現在、台風１０号が接近中であり

ます。今年は、これまで大きな被害もなく安堵しておりますが、日頃から災害への備えを改めて

お願い申し上げます。

本定例会におきましては、令和元年度決算認定、令和２年度補正予算案、各条例等、重要な案

件について御審議をいただく予定となっております。

後ほど町長から議案の内容についての説明がございますが、議会といたしましては、町民の要

望に応えるべく提出されております諸議案に対しまして慎重審議を行い、適正かつ妥当な議決に

達することをお願い申し上げます。

９月定例会における開会の御挨拶といたします。どうかよろしくお願いいたします。

町長挨拶

○町長（陶山 清孝君） ９月議会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。

議員の皆様におかれましては、令和２年第８回南部町議会定例会を招集しましたところ、御出

席をいただき開催できますことに御礼を申し上げます。

さて、国内での新型コロナ第二波の感染拡大は、ようやく緩やかに減少傾向にあります。しか

し、これから秋、冬にかけてインフルエンザの流行が予想される中で、コロナかインフルか分か
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らない患者が増加することが予想されています。高齢者が重篤化するリスクが高いことは明らか

であり、特に多くの高齢者が利用されます町内福祉施設や医療施設の機能が停滞することがない

よう国、県と連携し、議会と御相談しながら今後対策を取ってまいります。

昨夜は、台風９号の影響で夜半から早朝にかけて町内でも強い風が吹きました。朝方、梨農家

の方に聞いたところでは、園によっては落下があるが、風が短時間だったんで大きな被害にまで

には至っていないという御報告をいただいて安堵したところです。お昼に電話をいただいたとこ

ろ、被害の最大で落下率が５％、平均で１％以下だろうという普及所等の立会いの結果をお聞き

いたしました。台風としては軽少だったということで胸をなで下ろしたところでございます。詳

細については、まだ柿の傷がついたりだとかそういうこともありますので、現在調査中でござい

ます。

今週末の９月６日頃に猛烈な勢力発達と予想されます台風１０号が西日本に接近する予報が出

ており、最大の警戒に当たるよう職員に指示いたしました。町民の皆様には、今後の気象情報に

注意いただき、突風や停電対策、さらに避難準備など早め早めの対策をお願いいたします。今回

の台風１０号は中心気圧９３０ヘクトパスカル以下で、最大風速毎秒５０メートル以上で発令さ

れます特別警報級と言われております。

２年前の２０１８年、大阪に上陸した台風２１号では、関空が水没し、トラックが横転する事

故など想像をはるかに超える暴風雨の被害が記憶に新しいところです。これまでに経験したこと

がない甚大な被害をもたらすおそれがあり、最大級の警戒が呼びかけられています。町民の皆様

には、必要によっては避難所の早期開設も視野に入れていますので、台風情報に注意いただき、

避難に備えてください。御不明な点や御心配なことがありましたら、お気軽に役場総務課に電話

いただきますようお願いいたします。

次に、ハザードマップに表示された水深を公共物などに表示する浸水表示板の設置について御

報告いたします。今回の台風には間に合いませんでしたが、ハザードマップを見ただけではどこ

がどれくらい水に浸るのか分からないという声にお応えし、浸水表示板を設置することになりま

した。これは鳥取県が南部町でモデル事業として行うもので、人目につきやすい集落公民館や公

共施設、電柱など、浸水が想定される町内約３０か所に表示板が設置されます。御覧になってお

分かりのとおり、ハザードマップに表示された非常時の水深は、法勝寺川周辺では４メートルを

超える箇所や小松谷川でも３メートルに近い想定水深の場所もあります。表示板設置によってど

なたでも具体的に場所と水位が分かりますので、今後の防災活動に役立てていけると考えていま

す。
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次に、６月議会以降の火災や災害はありませんでしたが、７月３日にクリーンセンターの火災

警報器が作動しました。火の気はなく、幸い誤報でございました。この案件によって南部町消防

団３２人の団員が出動いたしました。

次に、人口動態について御報告いたします。６月１日から８月末までの間に出生された方は１

１人、お亡くなりになられた方は３６人でございました。御冥福をお祈りしますとともに、誕生

した子供たちの健やかな成長を御祈念いたします。これによりまして８月末現在の人口は、１万

６２９人でございました。高齢化率は３７．２９％、８月末現在の今年度出生者は１８人でござ

います。

本定例会におきましては、令和元年度決算認定、新型コロナウイルス対策予算、近い将来、教

育・医療を支える光ファイバー網の整備予算を含む令和２年度一般会計補正予算案など１８議案

を提案させていただきます。いずれの議案につきましても、町政の推進に必要不可欠なものばか

りでございますので、全議案とも御賛同いただき御承認を賜りますようお願いを申し上げ、開会

の御挨拶とします。どうぞよろしくお願いいたします。

午後１時００分開会

○議長（秦 伊知郎君） ただいまの出席議員数は１４人です。地方自治法第１１３条の規定によ

る定足数に達しておりますので、令和２年第８回南部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

・ ・

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。

８番、板井隆君、９番、景山浩君。

・ ・

日程第２ 会期の決定

○議長（秦 伊知郎君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、１６日間といたしたいと思いますが、これに御異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、１６日間と決定いたしました。
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・ ・

日程第３ 議事日程の宣告

○議長（秦 伊知郎君） 日程第３、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

・ ・

日程第４ 諸般の報告

○議長（秦 伊知郎君） 日程第４、諸般の報告を行います。

初めに、議長報告でありますが、今期、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、西部町村議

会議長会臨時総会並びに鳥取県町村議会議長会定期総会の開催が見送られ、書面決議の方法が取

られましたので、本会での報告は省略させていただきます。

なお、各議案につきましては、事務局に閲覧に付しておりますので、申し添えておきます。

次に、議員からの報告を受けます。

鳥取県町村議会女性議員研修会、真壁容子君、よろしくお願いいたします。

１３番、真壁容子君。

○議員（13番 真壁 容子君） 去る７月３１日、湯梨浜町国民宿舎水明荘内で開催されました県

町村議会女性議員懇談会の総会並びに研修会に出席しましたので、報告をいたします。

昨年も紹介させていただきましたが、県町村議会女性議員懇談会というのは県町村議長会が事

務局を担っています。構成員は県内の町村の女性議員で、今年度は１０町村、２０人で構成され

ています。

今年度は総会と２つの研修会を行いました。総会では、これまで続いてきたこの女性議員懇談

会を今年度で解散し、新たに県町村議長会の自治振興事業として取り組まれることとなることを

確認してきました。これまでの女性議員懇談会は、事務局は県町村議長会が持っていたのですが、

町村によりその位置づけが異なっていました。今回、県町村議長会の事業とすることにより、全

ての町村で公務としての議員活動として位置づけられることになりました。これについては女性

議員懇談会の中野さゆり代表理事が県町村議長会に謝意を述べています。この場をお借りいたし

まして、県町村議会会長である当町の秦議長には、お骨折りいただいたことに女性議員の総意と

して敬意と謝意をお伝えいたします。また、県町村議長会の職員をはじめ、町村の議会の事務局

の皆さんにもあるべき方向を示していただいたことに感謝をいたします。

総会終了後、２つの研修を行いました。一つは、「新型コロナウイルス感染症に関する県の取

り組み・支援について」と題し、鳥取県統轄監、小林綾子氏に講演をいただきました。とりわけ
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全国に先駆けた鳥取型ＰＣＲ検査体制整備について学ぶところが多くありました。地域医療を守

るため、手術前の患者や分娩前の妊婦など、ＰＣＲ検査が必要な方に対し幅広い検査を県費で実

施し、院内感染予防を強化したこと。２月７日の段階では、県は医師の判断でＰＣＲ検査実施を

可能としたこと、ドライブスルー型ＰＣＲ検査センターの早期導入など、感染症対策でのＰＣＲ

検査の重要性を認識し、施策に反映しているのは全国の教訓になると感じました。また、県の緊

急支援策の県民への周知も痛感をしてきたところです。

２つ目の研修は、ＳＤＧｓについて、山陰合同銀行地域振興部の井上光悦氏の講演とワークシ

ョップでした。これはゲーム形式で進められ、会場は大いに盛り上がった研修となりました。Ｓ

ＤＧｓとは何かから始まり、どんな目標で、どんな人たちが、どのような人たちと、どの予算で、

ＳＤＧｓのどの課題を取り組むのか、それらをそれぞれがＮＰＯ法人の責任者や事業者、金融機

関や行政職員などになり切って進めていくのですが、自分の町には何があって何が足りないだろ

うと考えさせられる場面も多くあったのですが、一番の収穫は、総じて女性議員は元気で真面目

で明るいとつくづくと感心をしました。おのおの地元での奮闘が目に見えるようで、非常に励ま

された研修となりました。

今年度で女性議員懇談会は解散をいたしますが、新たな形で議長会や各議員の皆さんの協力で

今後も女性議員の学びの場となることを感謝し、報告といたします。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 次に、鳥取県町村議会広報研修会、板井隆君、お願いいたします。

８番、板井隆君。

○広報常任委員会委員（板井 隆君） 広報常任委員会の板井です。鳥取県町村議会広報研修会

が開催されましたので、報告をいたします。

去る８月５日、湯梨浜町国民宿舎水明荘において、令和２年度鳥取県町村議会広報研修会が開

催され、鳥取県町村議長会会長である秦伊知郎議長、そして景山副委員長、加藤委員、そして私、

板井が参加をいたしました。

当日は、鳥取県広報連絡協議会次長兼編集長の西村裕子氏を講師に、「伝わる広報」と題して

研修が行われました。

まず、最初の講義では、「シンプル文章術」と題して、読者に伝わりやすい文章を書くにはど

うすればいいのかという観点から、なぜ文章が書けないのか、文章を書くためのコツは何、具体

的な書き方は、そして言葉の正しい使い方は、と文章を書く基本について演習を交えながらの学

びでした。

次に、「伝わる広報」と題して、受け手の気持ちを考えた内容やデザイン、見出しはどのよう
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なものなのかを、実際に研修会の開催文書を基に伝えたい内容が相手に伝わるチラシを作成する

という演習を行いました。さらには、参加者それぞれが作ったチラシに対する講評を通じて、自

分本位な伝えるではなく、受け手本位の伝わるとは何かを学びました。

最後に、講師より、各議会からあらかじめ提出されていた令和元年度広報紙コンクール講評へ

の質問への回答がありました。今までのただ聞くだけの研修ではなく、やり方、考え方を聞いた

上で自らやってみるという演習を交えた内容で、興味深く、非常に充実をした研修でありました。

以上、議会広報研修会の報告といたします。

○議長（秦 伊知郎君） 続いて、南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会定例会、加藤学君のほう

からお願いいたします。

１番、加藤学君。

○南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会議員（加藤 学君） １番、加藤学です。８月１９日、

南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会定例会が開催されました。

定例会に提出された議案は２案、令和元年度歳入歳出決算認定、２つ目、令和２年度補正予算

（第１号）、２点です。

令和元年度決算認定については、歳入総額２億１，２８５万４，５９０円、歳出総額１億７，

７１２万９，８７０円、歳入歳出差引き額３，５７２万４，７２０円、実質収支額も同額で３，

５７２万４，７２０円でした。

歳入における負担金は、南部町８，００９万１，６８４円、伯耆町８，９３６万４，３１６円、

合計１億６，９４５万６，０００円でした。

平成３１年４月から伯耆町清掃センター稼働停止に伴い、伯耆町旧溝口地区の可燃ごみの搬入

が始まり、ごみの搬入量は昨年度と比較すると全体的に増加しました。町別の搬入量もそれぞれ

増加し、元年度は年間で４，４２１．０６トンを処理しています。

質疑においては、令和１４年度の鳥取県西部圏域でのごみ処理施設広域化について、現在、各

構成市町村に集約化実施可否が求められていることについての質問がありました。西部広域行政

管理組合議会において、広域化計画は既に採択されているという各町村議会に説明があり、それ

に向かって進んでいるという回答でした。

ここ数年、搬入量全体は減少傾向だったのに対し、元年度は増加となりました。両町において

衣類等のリサイクルが始まり、今後もさらなるごみの分別、減量化に向けた対策を２町で連携を

取りながら進めていくことが求められます。この令和元年度歳入歳出決算認定については、全会

一致で原案のとおり認定されました。
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令和２年度補正予算については、歳入では前年度繰越金を増額し、歳出においては償還金利子

及び割引料として前年度繰越金を令和元年度の負担率に応じて案分した金額を２町にそれぞれ返

還するものでした。補正額は歳入歳出それぞれに３，５７２万３，０００円を増額し、歳入歳出

の予算総額を２億４，３７２万３，０００円とするものでした。この令和２年度補正予算につい

ては全会一致で可決されました。

議案は事務局に提出しておりますので、閲覧のほど、よろしくお願いいたします。

以上、南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会報告といたします。以上です。

○議長（秦 伊知郎君） 続いて、南部箕蚊屋広域連合議会定例会、景山浩君、お願いいたします。

９番、景山浩君。

○南部箕蚊屋広域連合議会議員（景山 浩君） ９番、景山でございます。南部箕蚊屋広域連合

議会８月定例会の報告をいたします。

去る８月２１日、令和２年第３回南部箕蚊屋広域連合議会定例会が開催され、令和元年度一般

会計決算、介護保険事業特別会計決算並びに令和２年度一般会計補正予算、介護保険事業特別会

計補正予算が提案されました。

令和元年度一般会計決算は、歳入総額５億３，１９５万５，０００円、歳出総額５億２，８６

０万５，０００円で、歳入歳出差引き額は３３５万円でした。前年度と比較して、歳入は２，１

４４万２，０００円、４．２％の増、歳出は２，０５９万８，０００円、４．１％の増でした。

増額の主な要因は、保険給付費及び低所得者保険料軽減に係る特別会計への繰出金の増となって

おります。

介護保険事業特別会計決算は、歳入総額３０億８，２１１万２，０００円、歳出総額２９億７，

２９７万１，０００円で、歳入歳出差引き額は１億９１４万１，０００円でした。前年度と比較

して、歳入は１，３５６万２，０００円、０．４％の増、歳出は３２２万６，０００円、０．１

％の増でした。

保険給付費は２７億８，５３８万円と、前年度と比較して１，６１４万４，０００円、０．６

％の増となりましたが、計画値に対しては９６．８％の執行となりました。

令和２年度補正予算は、一般会計では、歳入歳出それぞれ１，９２６万４，０００円増額し、

歳入歳出総額は５億５，４７６万４，０００円となりました。介護保険事業特別会計では、歳入

歳出それぞれ８，３９６万４，０００円増額し、歳入歳出総額は３１億１，６９６万４，０００

円となりました。一般会計、特別会計とも、令和元年度決算に基づく補正が主なものでした。

決算、補正予算ともに総務民生常任委員会に付託、審査された結果、本会議で認定、可決され
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ました。

以上で南部箕蚊屋広域連合議会の報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） 以上で諸般の報告を終わります。

・ ・

日程第５ 報告第３号 及び 日程第６ 報告第４号

○議長（秦 伊知郎君） お諮りいたします。この際、日程第５、報告第３号、令和元年度決算に

基づく健全化判断比率について及び日程第６、報告第４号、令和元年度決算に基づく資金不足比

率についてを一括して報告を受けたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 町長より報告を受けます。

総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長です。報告第３号、令和元年度決算に基づく健全化判断比

率について。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、令和元年度決算に基づ

く健全化判断比率を次のとおり報告する。

お手元の報告書の次ページをお開きください。令和元年度決算に基づく健全化判断比率報告書

でございます。これにより各指標、数値の御説明をいたします。令和元年度決算について算定し

たところ、いずれの指標についても早期健全化基準を下回りました。

実質赤字比率は、一般会計、住宅資金貸付事業特別会計及び墓苑事業特別会計を合算し、算出

をいたします。また、連結実質赤字比率は、病院事業会計や水道事業会計を含む本町の全ての会

計を合算し、町全体として赤字の有無を判断するものでございます。例年同様、令和元年度決算

においても両指標について赤字額は算出されませんでした。

次に、実質公債費比率、将来負担比率でございますが、これは南部町の借入金の返済額の大き

さや、町全体の負債の大きさを表す指標でございます。令和元年度は実質公債費比率１２．２％、

将来負担比率２５．６％と、いずれも早期健全化基準の２５％、３５０％を下回っており、問題

はございませんでした。

続きまして、令和元年度の決算に基づく資金不足比率について説明をいたします。報告第４号、

令和元年度決算に基づく資金不足比率について。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、令和元年度決算に基

づく資金不足比率を次のとおり報告する。
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１枚おめくりください。令和元年度決算に基づく資金不足比率報告書でございます。各特別会

計の決算に基づき、資金不足比率を算定した結果、全ての会計で資金不足は生じておりませんで

した。したがいまして資金不足比率も算出されず、経営健全化基準の２０％を下回っております。

各会計とも健全な経営がなされていることから、一般会計への影響は大きくなく、問題はござい

ませんでした。以上で報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） これで報告第３号、令和元年度決算に基づく健全化判断比率について及

び報告第４号、令和元年度決算に基づく資金不足比率についてを終わります。

・ ・

日程第７ 報告第５号

○議長（秦 伊知郎君） 次に、日程第７、報告第５号、法人の経営状況についての報告を受けた

いと思います。

西伯郡南部町土地開発公社、一般財団法人南部町農村振興公社、株式会社緑水園、３点につい

ての説明を受けます。

まず最初に、西伯郡南部町土地開発公社、企画政策課長、よろしくお願いいたします。

企画政策課長、田村誠君。

○企画政策課長（田村 誠君） 企画政策課長です。法人の経営状況ということで、報告第５号、

法人の経営状況についてです。西伯郡南部町土地開発公社の議会の報告になります。

地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、次の法人の経営状況を説明する資料を別添の

とおり議会に提出いたします。

私のほうからは、令和元年度西伯郡南部町土地開発公社の経営状況を報告いたします。こちら

のほうは令和２年３月３０日の理事会にて御承認をいただいているものでございます。

まず、１ページ目です。事業報告書を要約して説明いたします。

ミトロキリサイクルセンターにおきましては、既に平成２５年度末で残土受入れは終了してお

ります。受入れ実績は、４７万１，７２９立米でございます。

令和元年度についても、土地の移動や大規模な工事はなかったということを報告いたします。

それでは、５ページをお願いいたします。５ページでございますけども、損益計算書という具

合になっております。

損益計算書の事業収益についてはございません。

それから、事業総利益についてもございません。

販売費・一般管理費がマイナスの８万５９０円、それに営業外収益が２７８円、その他特別損
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益はございませんので、当期の純利益はマイナスの８万３１２円となります。

続きまして、１２ページを御覧ください。１２ページでございます。ここには剰余金計算書を

つけております。平成３０年度末の繰越利益準備金が７８９万９，９０９円でございます。先ほ

どの当期純利益のところのマイナス８万３１２円を差し引きますと、令和元年度末の繰越利益準

備金は７８１万９，５９７円という具合になります。

今後も公有地の拡大の推進に関する法律を遵守いたしまして、引き続き経費節減に努めて健全

な財務運営を心がけたいという具合に思います。以上、報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） 続いて、株式会社緑水園、一般財団法人南部町農村振興公社、産業課長、

よろしくお願いします。

産業課長、岡田光政君。

○産業課長（岡田 光政君） 産業課長です。私のほうからは、産業課に関係します法人の経営状

況について報告させていただきます。まず初めに、株式会社緑水園についてでございます。

１ページ、２ページを御覧いただきたいというふうに思います。私のほうもちょっと要約して

説明のほうをさせていただきます。今期、令和元年度ですけれども、今期におきましても利用者

及び売上げが減少する状況となっています。経費削減と原価意識を常に考え経営してきましたが、

当期純損失約６８９万円の赤字決算となりました。

大きな問題としましては、合宿等、団体宿泊のキャンセルが相次いだことを含めまして、夏期

の、夏の期間の宿泊が総じて減少したことに加えまして、新型コロナウイルスの感染拡大が上げ

られます。この新型コロナウイルスの影響につきましては、全国的に見ても他産業に比べて宿泊

業の打撃の大きさは際立ってるというふうにうかがえます。緑水園においても、２月上旬頃から

宴会、法事、宿泊など、大人数の予約がキャンセルされるようになりました。しかしながら、こ

のような中でも食堂につきましては、低価格でありながらいかに質を高めるかに取り組んだ結果、

売上げが前期、平成３０年度に比べて上回る結果となりました。

次に、決算額について説明します。４ページを御覧ください。損益計算書で説明させていただ

きます。令和元年度の売上高は７，５７８万３，２９２円となっております。前年度に比べまし

て約５５０万円の減少で、昨年に引き続き売上げは減になりました。先ほども言いましたけれど

も、大人数の利用減や、客単価が減ったことが理由として上げられます。

これに対しまして、販売費及び一般管理費につきましては、８，２４８万４，７７０円で、前

年比に比べまして約２５４万円の削減に努められました。令和元年度は新たな指定期間の初年度

ということもありまして、新たな催事の企画や接客サービスの改善など様々な経営改善に取組が
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行われましたが、結果として６８８万９，３６３円の純損失の決算となっています。

続きまして、一般財団法人南部町農村振興公社について報告いたします。

事業報告のほうからさせていただきます。１ページを御覧ください。表になっておりますけれ

ども、農村振興公社の主な事業としましては、水稲、大豆、ソバに関する作業受託になっており

ます。

作業量については６ページのほうに比較表を載せておりますので、こちらを御覧いただきたい

というふうに思います。前年度に比べまして作業を委託される方が減少したために全体的に作業

量は少なくなっております。

次に、収入状況についてですが、３ページ、４ページを御覧ください。正味財産増減計算書で

説明させていただきます。

経常収益ですけれども、事業収益は農作業の受委託収入として５９３万８４円となっておりま

して、前年に比べまして約１４４万円の減少となりました。町からの補助金等を含めた経常収益

の合計は８４０万５，２５６円で、前年比約４３７万円の減少になりました。

次に、経常費用の合計ですけれども、事業費と管理費を合わせまして６８０万３，０８７円で、

昨年比約３５６万円の減少となりました。

経常収益の合計から経常費用の合計を差し引いた当期の経常増減額は、１６０万２，１６９円

の増となりました。

以上で産業課関係の法人の経営状況報告を終わります。

○議長（秦 伊知郎君） これで報告第５号、法人の経営状況についてを終わります。

・ ・

日程第８ 議案第６６号

○議長（秦 伊知郎君） 日程第８、議案第６６号、南部町東長田財産区管理委員の選任について

を議題といたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長、陶山清孝君。

○町長（陶山 清孝君） それでは、議案第６６号を提案いたします。南部町東長田財産区管理委

員の選任について。

南部町東長田財産区管理委員として次の者を選任したいので、南部町東長田財産区管理会条例

第３条の規定により、議会の同意を求めるものでございます。

７名のお名前を申し上げますので、御賛同をお願いいたします。生田公良、細田史郎、駒場均、
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生田清、遠藤勉、細田恵誠、森脇静雄、以上７名の方でございます。詳細にわたりましては議案

書を御覧いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 提案に対して質疑ありませんか。（「なし」「名前が違う」と呼ぶ者あ

り）

休憩します。

午後１時３８分休憩

午後１時３８分再開

○議長（秦 伊知郎君） 再開します。

訂正をよろしくお願いします。

○町長（陶山 清孝君） 訂正いたします。失礼いたしました。生田「公良（きみよし）」さんを

「公良（きよし）」さんと読んだようでございます。生田「公良（きみよし）」さんでございま

す。訂正いたします。

○議長（秦 伊知郎君） 質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。

原案に賛成のほか討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。

これより、議案第６６号、南部町東長田財産区管理委員の選任についてを採決いたします。

議案第６６号は、原案どおり同意することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり同意されました。

・ ・

日程第９ 議案第６７号 から 日程第２５ 議案第８３号

○議長（秦 伊知郎君） お諮りいたします。この際、日程第９、議案第６７号、令和元年度南部

町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、日程第２５、議案第８３号、令和２年度南部町病

院事業会計補正予算（第３号）までを一括して説明を受けたいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、日程第９、議案第６７号から日程第２

５、議案第８３号までの提案説明をお願いします。

なお、説明される方に申し上げます。議案番号と議案項目を述べてから説明をしていただきま

すようによろしくお願いいたします。

それでは、議案第６７号、令和元年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定についてからよろし

くお願いいたします。

総務課長、大塚壮君。

○総務課長（大塚 壮君） 総務課長でございます。そういたしますと、決算について御説明い

たします。

その前に、資料の確認をしたいと思います。使いますのは、議案書、それから歳入歳出決算書、

それからＡ３判の令和元年度決算資料でございます。この３点で御説明をいたします。御用意を

お願いします。よろしゅうございますか。

議案第６７号、令和元年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度南部町一般会計歳入歳出決算を別紙監

査委員の意見をつけて議会の認定に付する。

そういたしますと、まずは歳入歳出決算書１０９ページをお願いします。実質収支に関する調

書をお開きください。歳入総額７０億５，４５２万１，１１９円、歳出総額６７億１，１３５万

９，５６７円で、差引き額は３億４，３１６万１，５５２円。翌年度へ繰り越すべき財源の１億

３，９２４万９，７７０円を差し引いた実質収支額は、２億３９１万１，７８２円となりました。

それでは、Ａ３判の決算資料をお願いします。１ページをお願いします。上段の表の中ほどを

御覧ください。先ほど説明しました令和元年度実質収支額から前年度の実質収支を差し引いた単

年度収支額は、９，４６８万４５２円の黒字となりました。当該単年度収支に財政調整基金への

積立額を加算し、財政調整基金の取崩し額を差し引いたものに繰上償還額を加算して求めた実質

単年度収支額は、９，５１１万５，４４６円の黒字となりました。

次に、歳入の状況について御説明をいたします。まず、先ほどの決算書の不納欠損額と収入未

済額について御説明をいたします。決算書の２ページをお開きください。

まず、不納欠損額についてです。町税が２８０万４，５２０円。

分担金及び負担金につきましては、５７万３，９３０円となっております。

収入未済額につきましてです。町税が３，２６９万５，６８８円。

分担金及び負担金につきましては、４２２万９，６５２円。
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続いて、３ページを御覧ください。使用料及び手数料につきましては、７３８万９，７０１円

などでございます。

次ページの合計について、４，４５４万５，７２７円となりました。

続きまして、またＡ３判の決算資料２ページをお開きください。歳入の状況について御説明を

申し上げます。昨年度と比較して、増減の主なものを説明していきます。

まず、自主財源についてでございます。町税が前年比１，７３５万３，０００円増加し、１０

億２９１万５，０００円となりました。この主な要因は、法人町民税（法人割）などの増に伴う

ものでございます。

分担金及び負担金が５８７万４，０００円減少し、１億７０万３，０００円となりました。主

な要因ですけれども、単県斜面崩壊復旧事業分担金の増、保育料、学校給食費の減によるもので

ございます。

寄附金についてでございます。１，１３２万７，０００円増加し、６，８０３万８，０００円

となりました。これはがんばれふるさと寄付金の増によるものでございます。

繰入金です。８，３９３万２，０００円の増で、３億５，３９１万３，０００円となりました。

これは減債基金、地域振興基金からの繰入金の増、また、太陽光発電事業特別会計からの繰入金、

さくら基金からの繰入金の減によるものでございます。

諸収入は４，４０９万８，０００円の減、１億１，２２６万４，０００円となりました。これ

につきましては主にプレミアム付商品券の売上金の増、南部町・伯耆町清掃施設管理組合負担金

返還金の減などによるものでございます。

自主財源の構成比率は２６．６％、前年度比で２．２％高くなっております。

次に、依存財源でございます。利子割交付金が前年度対比５１．２％、それから自動車税交付

金が前年度対比３５．６％減少しております。反面、配当割交付金が前年度対比２１．９％、地

方特例交付金が６０．４％の増となりました。

地方交付税は７，３６０万５，０００円の減で、３２億７，８０４万５，０００円となりまし

た。歳入全体の４６．５％と、依然として大きな割合を占めております。

国庫支出金は１億９９８万８，０００円増加し、６億７５８万８，０００円となりました。主

な要因といたしましては、子どものための教育・保育給付費負担金、いわゆる保育無償化の関係

でございます。それと、防災・安全交付金、道路橋梁災害復旧費国庫負担金の増、地方創生推進

交付金の減、サテライト拠点施設、いわゆるてま里の事業完了によるものの減となっています。

３ページを御覧ください。県支出金については、３億７，８７１万３，０００円減の６億７，
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６０２万円となりました。主なものとしては、林道災害復旧事業費、農業用施設災害復旧事業費、

農地災害復旧事業費補助金などの災害関係、それから保育の無償化に伴う子どものための教育・

保育給付費県負担金などが増加となり、鳥取県合板・製材生産性強化対策事業費補助金、いわゆ

る鳥取ＣＬＴの事業などが減少いたしました。

町債につきましては２億１４０万の減で、３億４，８１０万円となりました。主なものとしま

しては、クリーンセンター改良事業の完了による減、増額の要因としましては、複合施設整備事

業、道路整備事業に係る起債の借入れなどが上げられます。

次に、依存財源の総額です。総額は、５億５，６１９万円の減の５１億７，８５６万３，００

０円で、歳入全体の総額では５億１，５１７万６，０００円減の７０億５，４５２万１，０００

円となりました。

下段にそれぞれの財源に占める構成割合をグラフにしております。地方交付税に大きく頼って

いる財政構造が見てとれると思います。普通交付税においては、平成２６年度に合併算定替えの

特例措置が完了しております。段階的に減少している状況です。

なお、平成２７年度から令和元年度までは激変緩和措置がありましたけれども、令和２年度か

らは普通交付税は南部町一本化として計算されますので、さらに歳入の減少は進むことから、財

政は一層厳しいものになることが予想されています。

４ページをお願いします。歳出の状況について御説明をいたします。まず、目的別の歳出の状

況です。代表的なものを説明いたします。

総務費は１，５１６万４，０００円の増で、１３億７，０３４万６，０００円です。ＪＯＣＡ

連携事業５，５６５万円の減、サテライト拠点施設整備事業（手間地区）でございますけれども、

この完了による３，７７７万８，０００円の減などがありますが、プレミアム付商品券発行事業

が２，４５９万６，０００円及び退職手当組合負担金が１，９５８万５，０００円の増となりま

した。

民生費につきましては８，６７７万４，０００円の増で、２０億９，４４３万７，０００円で

す。自立支援介護給付事業では２，２２５万２，０００円、児童扶養手当が１，０００万２，０

００円、小規模保育園運営事業は５，２１４万２，０００円、事業所内保育施設運営事業は１，

８３４万８，０００円などが増の要因でございます。

衛生費は２億２，８３６万７，０００円の減で、８億１，１１１万円です。塵芥処理費、クリ

ーンセンターの改修事業によるものでございますが、それにより２億３６０万４，０００円の減

となり、病院事業費３，２６６万３，０００円の減となりました。
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農林水産業費は、５億５，１３０万１，０００円の減の４億５，８３９万円です。経営体育成

支援事業１，２６０万６，０００円の減、畜産クラスター事業が１，６６４万５，０００円の減、

農地耕作条件改善事業２，３９３万円の減、農地中間管理機構集積協力金交付事業が１，８３４

万４，０００円の減、合板・製材生産性強化対策事業、鳥取ＣＬＴが４億４，１００万円の減な

どです。

商工費は１，５１６万６，０００円減で、２，６４６万８，０００円となります。農泊推進事

業では１，０００万円の減となります。

次ページをお願いします。土木費です。３５４万７，０００円の増で、３億２，８８７万３，

０００円となります。町道改良事業が１，９９０万７，０００円、アスベスト撤去支援事業３８

９万円の増、公園管理事業が７５４万４，０００円の減などです。

消防費４４４万２，０００円の減で、４，７４０万２，０００円となります。災害対策事業で

２７３万５，０００円などの増でございます。

教育費です。１，２４２万５，０００円減の５億５２万９，０００円となります。教職員用パ

ソコン整備事業で３２７万４，０００円の増、公民館管理（さいはく）は、複合施設建設に伴う

さいはく分館の経費の減として３４１万６，０００円、賄材料購入費は５５０万９，０００円の

減などでございます。

災害復旧費は１億２，３７０万４，０００円の増で、２億９，７１２万１，０００円となりま

す。平成３０年度の台風２４号及び７月豪雨災害などによる繰越分も含めた農業用施設・林道・

道路橋梁・河川・単県斜面などの災害復旧費の増によるものでございます。

公債費は、１億１，２４７万５，０００円減の６億９，３６１万３，０００円です。起債元金

１億６１８万１，０００円の減及び利子６２８万４，０００円の減によるものでございます。

歳出全体の合計は、前年度比較６億９，６４３万２，０００円減の６７億１，１３５万９，０

００円となりました。

下段にグラフをつけています。総務費、民生費、土木費、災害復旧費は増加をしております。

それ以外は減少しております。

６ページをお願いします。６ページには性質別の状況について示しております。上段が義務的

経費でございます。

人件費につきましては、職員給与１４７万２，０００円増となりました。職員手当につきまし

ては９１２万８，０００円の増、退職手当組合負担金１，９７５万５，０００円の増となりまし

た。
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続きまして、７ページの下段のほうに再掲欄として人件費プラス投資的経費事業費支弁人件費

欄というのがありますけれども、そちらを御覧ください。前年度と比較しまして、３，０２１万

７，０００円増加し、１１億２，７１１万４，０００円となりました。

元に戻っていただきまして６ページでございます。扶助費につきましては４０２万５，０００

円の減となり、９億７，３１１万５，０００円となりました。各種給付、手当等の実績による減

額が主な要因となっております。

公債費は、１億１，２４６万５，０００円の減の６億９，３６１万３，０００円となり、義務

的経費全体では７，８５８万５，０００円減の２７億６，５４８万７，０００円で、歳出に占め

る構成比率は４１．２％となっております。

次に、投資的経費でございます。普通建設事業費４億８，７７６万５，０００円減の４億９，

４６８万９，０００円となっています。減額となった主なものは、先ほど来出ておりますが、鳥

取ＣＬＴの事業４億４，１００万円、サテライト拠点施設整備事業（手間地区）のものですけど

も、これで３，７７７万８，０００円、農地耕作条件改善事業で２，３９３万円。逆に増額とな

ったものは、複合施設整備事業で９，８６７万６，０００円、町道改良事業で１，９９０万７，

０００円などでございます。

災害復旧事業は、平成３０年度の台風２４号及び７月豪雨災害による繰越事業も含めたもので、

１億１，６７８万５，０００円増の２億９，７２２万７，０００円となりました。

投資的経費全体としては３億７，０９８万円の減、７億９，１９１万６，０００円となり、歳

出に占める割合は１１．８％となりました。

次に、７ページをお願いします。その他経費について御説明をいたします。物件費７，５９６

万３，０００円増の１０億８４２万９，０００円で、塵芥処理費１，０９７万４，０００円、小

規模保育園運営事業５，２１３万１，０００円増、それから賄材料購入費５５０万９，０００円

の減などが主な要因となっています。

維持補修費７６７万９，０００円減の３，７０２万９，０００円となりました。

補助費等は３億２，２８４万６，０００円減で、１３億６，５０１万５，０００円となりまし

た。ＪＯＣＡ連携事業５，４７３万６，０００円の減、塵芥処理費２億１，４５７万８，０００

円の減、事業所内保育施設運営事業１，８３４万８，０００円の増、プレミアム付商品券発行事

業１，９１４万円の増などによるものでございます。

積立金は１，７５６万５，０００円の増で、４，５４１万７，０００円となりました。

投資及び出資貸付金は１，０００万円の減で、ゼロとなりました。これは農泊推進事業による
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１，０００万円の減によるものでございます。

繰出金は１３万円増の６億９，８０６万６，０００円となり、各特別会計へ繰り出したもので

す。

結果として、その他経費全体では２億４，６８６万７，０００円減の３１億５，３９５万６，

０００円となり、歳出に占める割合は４７．０％となっています。

下段にグラフをつけておりますので、御確認をいただけたらと思います。人件費、それから災

害復旧事業費、物件費の増加がお分かりいただけると思います。

続きまして、８ページをお願いします。８ページには基金の状況を表しております。財政調整

基金は４３万４，９９４円を積み立て、８億２，１４３万７８円。減債基金は６６万７１７円を

積み立て、２億５，０００万円を取り崩し、９億９，７６８万１，１８２円。その他特定目的基

金は、合計４，４３２万１，８９６円を積み立て、１億２０５万９，７９２円を取り崩した結果、

１３億７８６万９，０５８円となり、財政調整基金、減債基金、その他特定目的基金の合計は３

１億２，６９８万３１８円となりました。

このほか定額運用、特別会計を加えた総合計は、７，７０５万１，６０７円積み増しし、３億

７，２０６万１，４６２円を取り崩し、３２億６，７９９万７，３１８円となりました。

続いて、地方債の状況です。令和元年度においては、３億４，８１０万円発行いたしました。

元金償還額は６億５，９３３万８，０００円で、令和元年度末現在高は５９億６１２万７，０

００円と、昨年度と比較して３億１，１２３万８，０００円減少いたしました。

続いて、９ページをお願いします。財政状況の推移についてでございます。まず、標準財政規

模です。３段目の表の右の下段、令和元年度の計を御覧ください。４２億４，２１９万９，００

０円となりました。昨年度に比べて１億２，７２４万９，０００円減少しています。主な要因は、

税収減と、それから普通交付税の減が上げられます。標準財政規模は一般的には大きいほうがよ

い指標でありますが、事業実施の状況により年次的に変動しているものでございます。平成２２

年の４６億円台から年次的に減少しており、近年は４３億円台を維持してきましたが、普通交付

税交付額の減少の影響が大きく、４２億円台まで減少してきています。次年度以降もさらに注意

が必要だと思っております。

続いて、財政力指数です。先ほどの標準財政規模の下の欄に記載しております。この指数は１

に近いほど財政的に自主財源に富んでいるということとなります。令和元年度の指数は、昨年度

の指数と比べると０．００６ポイント降下の０．２６２でございました。財政的に依存財源に頼

っているということには変わりはございません。財政運営の安定にはこの指標の増加が目標であ
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ります。

続いて、１０ページをお願いします。町税の推移を表しています。町民税は平成３０年度と比

較して増加しています。個人、法人ともに増加をしています。固定資産税については、土地、家

屋、償却資産ともに増加をしています。これは工場拡大に伴う設備投資の影響が大きいと推察し

ています。家屋は消費税改定に伴う駆け込み需要の影響、それから償却資産は鶴見製作所の造形

研究所の新設によるものと考えられます。

続いて、１１ページを御覧ください。経常収支比率でございます。上段の表の一番下、経常収

支比率が９２．４となりました。その理由として一番下の欄に分析していますように、歳入の経

常一般財源は、町税、固定資産税の増収により町税全体で１，７３５万４，０００円増加いたし

ました。また、普通交付税が少なくなったことや臨時財政対策債発行可能額の減少などの影響に

より、全体で２，１０８万９，０００円の減少となりました。

一方、歳出は人件費、扶助費、物件費が増加しているものの、そのほかは減少していることか

ら、全体で８，５２６万２，０００円の減少となりました。令和元年度は前年に比べて０．２ポ

イント上昇し、９２．４となりました。８０ポイント以下が望ましいとされていますので、年次

的に財政の硬直化が進んでいる状況でございます。

１２ページをお願いします。１２ページは、地方交付税でございます。

まず、普通交付税です。上の表の３段目の南部町のところを御覧ください。令和元年度２８億

６，０２７万８，０００円となりました。平成２６年度までは合併から１０年間受けることがで

きる合併算定替えの特例措置の期間中でありましたので、有利な金額を頂いておりましたけれど

も、平成２７年からは段階的に縮減されています。

令和元年度においては、４段目の一本算定時、本来の数値の金額と３，２８１万円の開きがご

ざいます。

特別交付税は、前年度と比較して３，３５９万７，０００円減少いたしました。要因について

は、主に地方創生推進交付金を活用した事業の減によるものでございます。交付税総額としまし

ては、臨時財政対策債を入れて合計３４億６１２万３，０００円となりました。今後、より一層

の歳出の削減に取り組む必要があります。以下にグラフをつけておりますので、お読み取りいた

だきたいと思います。

続いて、１３ページをお願いします。一般会計歳出決算額の性質別の推移について御説明をい

たします。平成２２年度からの推移を記載をしております。

義務的経費においては人件費が伸びています。扶助費については減少しましたが、今後の伸び
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は想定されるところであり、義務的経費の増加につながっていくことが考えられます。

物件費、補助費等は、支出に占める割合は大きなものがあります。

繰出金についても増加傾向にあり、今後も注視する必要があります。

普通建設、災害復旧事業については、そのときの状況により変動も大きいものであります。

令和元年度の特徴としては、小規模保育園運営委託による物件費の増、鳥取ＣＬＴの事業完了

により普通建設事業費が減少、補助費等の減少は南部町・伯耆町清掃施設管理組合の建設改良に

伴う負担金の減少や、地方創生関連事業の減少によるものです。積立金については、ふるさと納

税の増などにより、令和元年度においては厳しい財政状況でのバランスを保ちつつ、１，７５６

万５，０００円と僅かですが増加しております。

続いて、１４ページをお願いします。公債費の推移でございます。令和元年度の公債費負担比

率は１４．０と、昨年度と比較してマイナス１．６ポイントとなりました。

次に、実質公債費比率です。過去３年間の比率の平均が１８％を超えると地方債の発行には許

可が必要となります。２５％を超えると一定の種類の地方債の発行が認められなくなります。令

和元年度の３年度分の平均は、１．６ポイント減の１２．２となりました。

次に、普通会計の地方債現在高の推移でございます。中ほどの表を御覧ください。令和元年度

は平成２０年度に借り入れた基金造成事業の償還が終わったため、大きく減少いたしました。令

和元年度末においては５９億７８８万１，０００円となりました。

次に、１５ページをお願いします。地方債現在高に対する基金残高と算入交付税の推移でござ

います。平成２３年度より基金残高と算入交付税を加えたものが起債残高を上回るようになり、

令和元年度末においては２１億４５５万４，０００円上回っております。近年、基金の取崩しに

よって収支のバランスを維持しています。起債残高の減少が上回るため、将来負担への抑制が保

たれている現状があります。

次に、一般会計歳出決算額性質別のうち人件費の推移でございます。合併当初１８８人の職員

数でしたが、令和元年度においては１２９人と、ほぼ３分の２になってます。職員数については

微増となり、総人件費では１０億９，８７５万９，０００円となりました。

最後に、決算書２０９ページをお願いします。決算書の２０９ページには財産に関する調書、

それから２１３ページには定額基金の運用状況を記載しておりますので、お読み取りなっていた

だきたいと思います。

以上、長々説明いたしましたが、御審議のほど、よろしくお願いします。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、芝田卓巳君。
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○町民生活課長（芝田 卓巳君） 町民生活課長です。それでは、議案書３ページを御覧ください。

議案第６８号、令和元年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、決算書で説明をさせていただきます。決算書の１２１ページをお願いします。すみ

ません、先に１３１ページでございます。申し訳ありません。実質収支に関する調書でございま

す。歳入総額１２億６，９９４万９，０６４円、歳出総額が１２億５，８１６万２，３８４円、

歳入歳出差引き額が１，１７８万６，６８０円。翌年度に繰り越すべき財源はございません。そ

の結果、実質収支額は１，１７８万６，６８０円となっております。

それでは、歳出から御説明いたしますので、１２１ページをお願いします。主なもので説明を

いたします。１款総務費です。予算現額１，２８６万５，０００円に対し、支出済額１，１５９

万６，８５８円です。

１目一般管理費は、国保事務に要する経常的な支出となります。予算額１，１５９万３，００

０円に対し、支出済額１，０４１万７，６１５円で、７節の賃金はレセプト点検員の賃金、１３

節の委託料は電算処理業務委託、１９節負担金補助及び交付金は国保連合会への負担金となって

おります。

２款保険給付費、予算現額９億６３７万６，０００円に対し、支出済額９億４３７万５，１２

１円でございました。

１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費です。予算現額７億８，６１４万６，０００円に

対し、支出済額７億８，６１４万５，０８５円でございました。国民健康保険の一般被保険者が

医療に要した費用の公費負担分となります。

３目一般被保険者療養費です。予算現額２５７万６，０００円に対し、支出済額２２６万６，

０７１円です。これは一般被保険者が補装具、整体費等の医療を補完する費用に支出したもので

ございます。

５目審査支払手数料、予算現額２９０万９，０００円に対し、支出済額２７８万８，７６５円。

鳥取県国保連合会に支払うレセプト審査の手数料となります。

２項高額療養費、予算現額１億１，２７１万９，０００円に対し、支出済額１億１，１７６万

３，８９３円です。高額療養費は、一月に支払われた医療費の本人負担額が個人ごとの限度額を

超えた場合に超えた部分を支給するものでございます。

４項１目出産育児一時金、予算現額８４万円に対して、支出済額４２万円でございました。昨
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年は１名だけでございます。

５項１目の葬祭費、予算現額４８万円に対し、支出済額４６万円。喪主に対して支払われる葬

祭費です。昨年は２３名に支出しております。

３款国民健康保険事業費納付金、予算現額３億１，２９３万６，０００円に対しまして、支出

済額３億１，２５６万３，５０１円。こちらは鳥取県に支払う納付金となります。支出額の内訳

は、１目医療給付費分で２億２，３２２万６，７６５円、２目後期高齢者支援金等分が６，９１

０万８，３５９円、３目介護納付金分が２，０２２万８，３７７円でございました。

６款保健事業費、１項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費です。予算現額８０

８万１，０００円に対して、支出済額６３６万１，７４３円です。被保険者の生活習慣病を中心

とした疾病予防と、医療費の伸びを抑制することを目的に行う特定健診などの費用でございます。

２項保健事業費です。予算現額１，７５９万９，０００円に対して、支出済額１，６４５万７，

６３４円です。内訳としまして、１目保健施設普及費は、人間ドック、がん検診等に係る支出、

２目健康施設管理費はすこやかの管理に係る支出です。

８款諸支出金、３目償還金、予算現額６０万４，０００円に対して、支出済額６０万３，０５

７円。これは平成２９年度の療養給付費の額の確定により返還が発生したものでございます。

１目直営診療施設勘定繰出金、予算現額と同額の５６９万９，０００円を支出してます。西伯

病院が行う健康づくり事業などに対して特別調整交付金で交付決定となった金額を西伯病院に繰

り出したものでございます。

歳出合計としまして、予算現額１２億６，５１１万２，０００円に対し、支出済額１２億５，

８１６万２，３８４円となりました。

次に、歳入のほうを説明いたします。１１５ページを御覧ください。１款国民健康保険税です。

調定額２億５，１１７万６，９９３円に対し、収入済額２億７１９万７１円、不納欠損額３１０

万１，７５７円、収入未済額が４，０８８万５，１６５円でございました。節ごとの内訳につき

ましては、議案のほう御覧いただきますようにお願いします。

５款県支出金、２項県補助金、１目保険給付費等交付金です。調定額９億３，７２２万５，２

５４円、同額を収入しております。内訳は、普通交付金が９億２０５万６，２５４円、特別交付

金が３，５１６万９，０００円でございました。

以下は調定額と収入額が同額でございますので、調定額は省かせていただきます。

８款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金、収入済額８，９７０万１，３４７円です。内

訳は、出産育児一時金、事務費・基盤安定・財政安定支援事業に充てるものでございます。
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２目基金繰入金、収入済額が２，０００万１，６７０円を基金から収入いたしたもので、これ

により基金残高はゼロという具合になっております。

９款繰越金、収入済額１，３１３万９，５４８円。これ前年度の繰越金です。

１０款諸収入、２項雑入、１目一般被保険者第三者行為納付金６５万３，７５４円を収入して

います。これは交通事故により一時的に国保を使用された場合の後日納付金でございます。

３目一般被保険者返納金、収入済額７７万５，３２８円。国保喪失後、使用したことによる返

還金です。

歳入合計としまして、調定額１３億１，３９３万５，９８６円、収入済額が１２億６，９９４

万９，０６４円、不納欠損額３１０万１，７５７円、収入未済額４，０８８万５，１６５円でご

ざいました。

以上、御審議よろしくお願いいたします。

続きまして……。

○議長（秦 伊知郎君） ここで休憩を取りましょう。再開は２時４５分にしますので、よろしく

お願いします。

午後２時２８分休憩

午後２時４５分再開

○議長（秦 伊知郎君） それでは、再開いたします。

議案第６９号からよろしくお願いいたします。

町民生活課長、芝田卓巳君。

○町民生活課長（芝田 卓巳君） 町民生活課長です。では、議案書４ページです。議案第６９号、

令和元年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、決算書のほうを御覧ください。１４４ページでございます。実質収支に関する調書

です。歳入総額１億４，５４９万８，７２５円、歳出総額１億４，２９５万４，１５４円、歳入

歳出差引き額が２５４万４，５７１円。翌年度に繰り越すべき財源はありません。実質収支額が

２５４万４，５７１円でございます。

では、歳出から説明をいたします。１４０ページでございます。１款総務費でございます。予

算現額２１１万円に対しまして、支出済額１９３万３，９３８円。１項一般管理費は保険証交付
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に係る事務費、２項の徴収費は保険料を集めるための事務費になります。

２款分担金及び負担金、１項広域連合負担金、１目広域連合分賦金、予算現額１億３，６４９

万８，０００円、支出済額１億３，５６５万４，５２０円。徴収した保険料と事務費を後期高齢

者医療広域連合に支出するものでございます。

４款保健事業費、１項健康保持増進事業費、１目健康診査費、予算現額５２２万１，０００円

に対しまして、支出済額５１６万３１６円。１３節の委託料は、国保連合会に支払う健診委託分

でございます。

歳出合計、予算現額１億４，７１８万１，０００円に対しまして、支出済額が１億４，２９５

万４，１５４円でございました。

続いて、歳入です。１３６ページでございます。１款後期高齢者医療保険料でございます。調

定額９，３４８万６，４６９円に対し、収入済額９，２１９万１，５４０円、収入未済額が１２

９万４，９２９円でございました。内訳は、１節の現年度分保険料が９，１８４万１，８００円、

２節の滞納繰越分保険料が３４万９，７４０円の収入でございました。

４款繰入金は、調定額と同額の４，５４１万５，４０７円を収入しております。事務費繰入れ

分と基盤安定繰入れ分でございます。

６款諸収入、３項雑入、１目雑入、調定額と同額の５０４万４，７４７円を収入しています。

広域連合からの健康診査委託金収入となります。

歳入合計が、予算現額１億４，７１８万１，０００円、調定額１億４，６７９万３，６５４円、

収入済額が１億４，５４９万８，７２５円、収入未済額１２９万４，９２９円でございました。

御審議よろしくお願いいたします。

続きまして、議案書５ページのほうになります。議案第７０号、令和元年度南部町墓苑事業特

別会計歳入歳出決算の認定についてでございます。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算

を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

決算書のほうでございます。１５３ページでございます。実質収支に関する調書。歳入総額が

１７９万４４０円、歳出総額が１３０万８，７０９円、歳入歳出差引き額が４８万１，７３１円。

翌年度へ繰り越すべき財源はありません。実質収支額は４８万１，７３１円でございました。

それでは、歳出のほうですが、１５１ページです。１款総務費、１項総務管理費、１目一般管

理費でございます。予算現額９０万７，０００円に対しまして、支出済額８３万５，３０９円。

これは、委託料７４万２１９円は西伯墓苑の管理委託となっております。
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２款諸支出金、１項償還金、１目償還金、予算現額１８０万８，０００円に対しまして、４７

万３，４００円を支出しております。

歳出合計が、予算現額２７７万円に対し、１３０万８，７０９円でございました。

続きまして、歳入のほうでございます。１４９ページです。１款使用料及び手数料、１項使用

料、１目墓地使用料でございます。調定額１１０万５，０００円と同額を収入しております。新

規の墓地購入による４区画分の使用料です。

２項手数料、１目墓地手数料、調定額６８万５，４４０円、同額を収入してます。西伯墓苑の

３０６区画からの収入となります。

２款一般会計の繰入れはありません。

歳入の合計が、調定額１７９万４４０円でございます。収入済額も同額でございます。

以上で墓苑事業特別会計の説明を終わります。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、三輪祐子君。

○税務課長（三輪 祐子君） 税務課長です。それでは、議案書の６ページをお開きください。議

案第７１号、令和元年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、決算書で説明をさせていただきますので、決算書の１６２ページを御覧ください。

実質収支に関する調書でございます。歳入総額６３８万４，０４５円、歳出総額は１１３万６，

１５３円、歳入歳出差引き額は５２４万７，８９２円。翌年度へ繰り越すべき財源はありません

ので、実質収支額は５２４万７，８９２円となります。

それでは、歳出から御説明いたしますので、１６０ページをお開きください。１款総務費、１

項総務管理費、１目一般管理費でございます。予算現額２３万６，０００円に対しまして、支出

済額２３万５４３円で、これは全て徴収に係る事務経費となっております。

次に、２款公債費、１項公債費、１目元金です。予算現額８４万４，０００円に対しまして、

支出済額は８４万３，５２５円でございます。これは住宅新築資金及び宅地取得資金の地方債の

償還金でございます。

次に、２目の利子でございます。予算現額６万３，０００円に対しまして、支出済額は６万２，

０８５円となっております。これは住宅新築資金及び宅地取得資金の地方債の償還金に係る利息

となっております。

続きまして、歳入のほうを御説明いたしますので、１５８ページを御覧ください。１款県支出
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金、１項県補助金、１目助成事業費県補助金です。調定額１７万２，０００円、収入済額も調定

額と同額でございます。これは事務費に対する県の補助金となっております。

次に、２款繰越金でございます。調定額４１７万４，８５５円、収入済額も調定額と同額とな

っております。

次に、３款諸収入でございます。これは貸付金の元利収入で、現年度分と滞納分を合わせまし

て調定額が９，１９９万７，８６８円、収入済額が２０３万７，１９０円、収入未済額が８，９

９６万６７８円となっております。

以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。議案書の７ページをお願いいたします。議

案第７２号、令和元年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、決算書の１７３ページをお願いいたします。１７３ページで実質収支に関する調書

でございます。歳入総額が２億４，３４０万１０２円、歳出総額が２億４，３２２万６４１円、

歳入歳出差引き額は１７万９，４６１円です。翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、

実質収支額は１７万９，４６１円です。そのうち基金の繰入額はございません。

次に、１７１ページをお願いいたします。歳出になります。歳出から御説明いたします。１款

総務費、これは主に職員給与費、処理場などの維持管理費を支出しているものでございます。支

出済額が７，２１８万１，９４９円で、予算に対する不用額は１１９万５，０５１円です。

２款公債費、起債の償還元金、利子の償還でございます。支出済額が１億７，１０３万８，６

９２円、不用額は１１万８，３０８円でございます。

歳出合計といたしましては、支出済額２億４，３２２万６４１円、不用額は１４１万９，３５

９円でございます。

続きまして、１６７ページをお願いいたします。１６７ページは歳入になります。１款分担金

及び負担金でございます。調定額が３７１万１，４４１円で、収入済額は７０万円ちょうどでご

ざいます。収入未済額は３０１万１，４４１円です。

２款使用料及び手数料です。調定額が７，６１３万８，９３２円、収入済額７，１３２万９，

５４２円、収入未済額は４８０万９，３９０円です。

３款国庫支出金はございません。
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４款繰入金です。こちらは一般会計からの繰入金になります。調定額が１億８７６万１，１８

０円で、収入済額も同額でございます。

５款繰越金です。前年度の繰越金になります。調定額は９，３８０円で、収入済額も同額にな

ります。

次の１６９ページをお願いいたします。６款諸収入はありません。

７款町債です。資本費平準化債の借入れなどになります。調定額が６，２６０万円、収入済額

も同額でございます。

歳入合計としまして、調定額が２億５，１２２万９３３円で、収入済額が２億４，３４０万１

０２円、収入未済額は７８２万８３１円となっております。

以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

続きまして、議案書の８ページをお願いいたします。議案第７３号、令和元年度南部町浄化槽

整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳

出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、決算書の１８６ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。

歳入総額が５，１４１万５，１６１円、歳出総額５，１４０万４，０８１円、歳入歳出差引き額

は１万１，０８０円です。翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は１万１，

０８０円となります。そのうち基金の繰入額はございません。

次に、１８２ページをお願いいたします。１８２ページで歳出になります。１款総務費、これ

は主に浄化槽の維持管理費、設置工事費が主なものでございます。支出済額３，６２７万６５円、

不用額は８９６万８，９３５円です。

次に、２款公債費です。起債の元金、利子の償還金になります。支出済額が１，５１３万４，

０１６円、不用額は１万２，９８４円です。

３款予備費の支出はございません。

次の１８４ページをお願いいたします。歳出合計としまして、支出済額５，１４０万４，０８

１円、不用額は９０９万５，９１９円でございます。

次に、１７８ページをお願いいたします。歳入でございます。１款分担金及び負担金です。浄

化槽設置に係る分担金になります。調定額が７１万５，０００円、収入済額は３０万円、収入未

済額は４１万５，０００円です。

２款使用料及び手数料です。調定額が２，１４１万４，４４２円、収入済額は２，００３万５，
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７８４円、収入未済額は１３７万８，６５８円です。

３款国庫支出金はございません。

４款繰入金です。一般会計からの繰入金になります。調定額が２，８７１万８，６５７円、収

入済額も同額でございます。

５款繰越金、前年度の繰越金です。調定額が１６６万７２０円、収入済額も同額でございます。

６款諸収入はございません。

次の１８０ページをお願いします。７款町債です。浄化槽の設置工事に係る起債の借入れにな

ります。調定額、収入済額とも７０万円ちょうどでございます。

歳入合計が、調定額５，３２０万８，８１９円、収入済額が５，１４１万５，１６１円で、収

入未済額は１７９万３，６５８円でございます。

以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

続きまして、議案書の９ページをお願いいたします。議案第７４号、令和元年度南部町公共下

水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

決算書の１９９ページをお願いいたします。１９９ページで実質収支に関する調書でございま

す。歳入総額は１億８，２１６万１，８７６円、歳出総額は１億６，６９７万５，６９５円、歳

入歳出差引き額は１，５１８万６，１８１円です。翌年度へ繰り越すべき財源は繰越明許費繰越

額としまして１，５００万９，１００円ございます。実質収支額は１７万７，０８１円となりま

す。基金の繰入額はございません。

次に、１９５ページをお願いいたします。歳出になります。歳出から御説明いたします。１款

総務費、これは主に職員給与費、施設の維持管理費、それからコンポスト施設のみのりの郷の費

用になります。支出済額６，７１７万８，７００円、不用額は９６７万２，２００円でございま

す。

２款公債費です。起債の元金、利息の償還金になります。支出済額９，９７９万６，９９５円、

不用額は６万５円でございます。

次の１９７ページをお願いいたします。３款予備費はございません。

歳出合計としまして、支出済額は１億６，６９７万５，６９５円、不用額は９８９万６，２０

５円となります。

次に、１９１ページをお願いいたします。歳入でございます。１款分担金及び負担金です。調
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定額が１，８８０万１，９９８円、収入済額が１，１６９万８，５７７円で、収入未済額は７１

０万３，４２１円です。

２款使用料及び手数料です。調定額が６，８３５万４，５０５円、収入済額６，５７８万８，

１９６円、収入未済額は２５６万６，３０９円です。

３款の国庫支出金ですけども、繰越しによりございません。

４款繰入金です。一般会計からの繰入金になります。調定額は８，１１４万１，９４１円、収

入済額も同額でございます。

５款繰越金です。調定額も収入済額も同額の１万６，１１２円になります。

次に、１９３ページをお願いいたします。６款諸収入です。コンポスト肥料の売上金になりま

す。調定額が２１万７，０５０円、収入済額も同額になります。

次に、７款町債です。資本費平準化債の借入れになります。調定額は２，３３０万、収入済額

も同額でございます。

歳入合計としまして、調定額１億９，１８３万１，６０６円で、収入済額が１億８，２１６万

１，８７６円、収入未済額は９６６万９，７３０円でございます。

以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、芝田卓巳君。

○町民生活課長（芝田 卓巳君） 町民生活課長です。議案書１０ページをお願いします。議案第

７５号、令和元年度南部町太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和元年度南部町太陽光発電事業特別会計歳入歳

出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、決算書のほうでございます。２０８ページをお願いします。実質収支に関する調書

です。歳入総額７，３７８万７７１円、歳出総額が７，２６１万７，０２０円、歳入歳出差引き

額が１１６万３，７５１円。翌年度へ繰り越すべき財源はありません。実質収支額が１１６万３，

７５１円でございました。

それでは、歳出のほうでございます。２０６ページを御覧ください。１款総務費、１項総務管

理費、１目維持管理費でございます。予算現額４，１１０万８，０００円に対し、支出済額４，

１０９万７，０５４円でございます。鶴田の太陽光発電施設の施設維持に係る経費でございまし

て、２５節積立金は基金積立て分、公課費は消費税及び地方消費税の支出でございます。

２款環境費、１項環境対策費、１目環境対策費、予算額と同額の１８５万３，０００円を支出

しています。自然エネルギー関係の補助金に上乗せを行うため、一般会計に繰り出したものでご
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ざいます。

３款公債費、１項公債費、１目元金、予算現額２，７６５万１，０００円に対し、２，７６５

万４１８円を支出しております。２目の利子は、予算現額２０１万７，０００円に対し、２０１

万６，５４８円を支出しております。いずれも電気事業債の償還のための元金と利息分になりま

す。

歳出合計が、予算現額７，２６２万９，０００円、支出済額７，２６１万７，０２０円でござ

いました。

続いて、歳入です。２０４ページです。主なものは４款諸収入、１項収益事業収入、１目売電

収入です。予算現額７，２５８万８，０００円に対し、調定額７，３７３万９，５１４円、同額

を収入しています。

歳入合計、予算現額７，２６２万９，０００円、調定額及び収入済額は７，３７８万７７１円

でございました。

以上で説明のほう終わります。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。議案書の１１ページをお願いいたします。

議案第７６号、令和元年度南部町水道事業会計決算の認定について。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、令和元年度南部町水道事業会計決算を別紙監査

委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

それでは、別冊の水道会計の決算報告書で御説明をいたします。めくっていただきまして、１

ページ目から御説明いたします。収益的収入及び支出のまず収入でございます。第１款水道事業

収益の営業収益と営業外収益、特別利益を合わせまして、決算額１億９，７７０万９，４１９円

でございます。予算に比べ２８１万２，４１９円の増となっております。

続きまして、２ページをお願いいたします。２ページは支出でございます。第１款水道事業費

用の営業費用と営業外費用を合計しまして、決算額２億１，０９６万８，７５８円です。不用額

が９７９万５，２４２円でございます。

続きまして、３ページをお願いいたします。資本的収入及び支出の収入でございます。第１款

資本的収入の企業債と出資金、工事負担金を合計しまして、決算額４，１１７万２，７４１円で

す。予算に比べまして４１８万２５９円の減でございます。

続きまして、４ページをお願いいたします。４ページは支出でございます。第１款資本的支出

の建設改良費と企業債償還金を合計いたしまして、決算額１億２，８５６万５，７６６円、不用
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額は２４１万４，２３４円です。

続きまして、５ページをお願いいたします。５ページに、令和元年度南部町水道事業会計損益

計算書でございます。こちらは税抜きの金額を載せております。まず、１、営業収益。こちら主

に給水収益でございます。営業収益の合計は、１億４，５９６万３４２円でございます。

２、営業費用。こちらは施設の維持管理費、減価償却費が主なものでございます。合計が１億

８，００７万８，５４７円で、真ん中ほどの右側になりますけども、営業利益としましてはマイ

ナスの３，４１１万８，２０５円となります。

続いて、３、営業外収益です。これは他会計からの補助金が主な収入となるものです。合計し

まして３，８５３万４，５６５円でございます。

４、営業外費用。企業債利息が主な支出でございます。合計で１，９４０万１，２４３円。５

ページの右下になりますけども、営業外の利益としましては１，９１３万３，３２２円でござい

ます。

次の６ページをお願いいたします。営業利益と営業外利益と合わせまして、右上になります、

マイナスの１，４９８万４，８８３円が令和元年度の経常利益でございます。

特別利益としまして、過年度損益修正益が６７万９，６１０円でございますので、当期の利益

としましてはマイナスの１，４３０万５，２７３円でございます。

次の７ページをお願いいたします。令和元年度南部町水道事業剰余金計算書でございます。前

年度の利益に今年度の利益を足しまして、繰越利益剰余金が１億９，０９５万８，２４０円のマ

イナスとなっております。

次に、８ページをお願いいたします。令和元年度南部町水道事業会計貸借対照表でございます。

まず、資産の部になります。１、固定資産の合計は、次、９ページの右上に載せておりますけど

も、２３億１，１１２万４，９９７円になります。

２、流動資産の合計は、８，７４３万４，２１５円です。

固定資産と流動資産を合わせまして、２３億９，８５５万９，２１２円でございます。

続いて、負債の部です。３、固定負債です。これは主に起債の残になります。合計で７億７，

３５７万８，３２８円です。

続いて、４の流動負債です。主に起債と未払い金になります。合計は次の１０ページの右上に

なります。１０ページの右上で１億２，４４０万７，４１２円でございます。

５、繰延べ収益。これは長期前受金でございます。この繰延べ収益の合計ですけども、７億５，

６４９万３，５４７円で、固定負債、流動負債、繰延べ収益を合計しまして、１６億５，４４７
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万９，２８７円が負債の合計でございます。

続きまして、資本の部です。６、資本金です。合計額が５億６，１３５万２，１６２円でござ

います。

７、剰余金です。合計は次の１１ページに載せておりまして、真ん中どころになります。剰余

金の合計は１億８，２７２万７，７６３円です。

資本の合計は７億４，４０７万９，９２５円で、負債と資本の合計が２３億９，８５５万９，

２１２円でございます。

続きまして、１５ページをお願いいたします。令和元年度南部町水道事業報告でございます。

概要の総括事項としまして、順に説明いたします。１、老朽施設についてです。耐用年数を超

え水道管路の破損が頻発するなど、老朽化が進む施設が増加しております。排水管等の漏水件数

は、平成３０年度の３６件から令和元年度は５０件へ増加しております。水道管路の施設更新の

重要性が高まってきております。

平成３０年度に策定した施設更新の基本計画を基に経営戦略を令和元年度に策定しております。

更新費を盛り込んだ中長期計画を軸に令和２年度以降の施設更新に取り組んでいきます。

水道管路につきまして、町内全域での漏水調査を年次的に実施しまして、漏水箇所の特定・修

繕を早期に行うことができております。管種や漏水調査、漏水実績などから管路更新の優先地区

を決定し、実施することとしておりまして、令和元年度は特に漏水の多い円山地区で老朽管更新

６０７．５メートルを実施しております。

続きまして、水道料金についてです。地域によって異なっていました公共・営業用料金につき

まして、会見地区料金表の段階改定を令和元年７月分より実施しまして、平成３０年度給水収益

から１１９万３，０００円の増額となりました。

次に、経営についてでございます。収入面は、営業収益について会見地区公共・営業用料金の

改定に伴いまして、平成３０年度より１１７万１，０００円の増収となっております。

支出面でございます。耐用年数を超えた老朽施設の破損などにより、修繕費と漏水による薬品

費が増加しております。経営戦略策定業務により総係費、委託料が増加しております。動力費に

ついては、落合浄水場の電力契約を新電力会社に契約切替えを検討しておりまして、実施につき

ましては令和２年度より予定しております。

給水状況ですけども、令和元年度末の給水人口は１万５８２人、給水件数は３，８０４件、年

間有収水量は１１４万５，８５３トンでございまして、有収率は８７．９％でございます。前年

度から０．２％の減少となっております。
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次の１６ページになりますけども、事業収益につきましては、総収益が１億８，４４９万５，

０００円でございます。総費用は１億９，９４８万円で、当年度の純損益としまして、マイナス

の１，４３０万５，０００円でございます。

続きまして、１７ページをお願いいたします。１７ページには建設工事の概要を載せておりま

す。令和元年度は拡張工事としまして、円山地区での排水管布設替え工事を行っております。

続いて、１８ページをお願いいたします。１８ページは修繕工事の概要になります。金額とし

ましては１０万円以上のものになります。上水道区域では４０件ありまして、旧簡易水道区域で

は２件でございます。配水及び給水費の表ですけども、ビニール管を中心に天萬地区であったり、

能竹、あるいは東西町といった老朽管路が多い地区での修繕が増えてきております。

続きまして、２２ページをお願いいたします。２２ページは企業債の概要を載せております。

上水道事業の年度末現在高は、６億８，５９３万５，８０６円でございます。簡易水道事業は１

億８，７８１万１，２６４円で、合計しまして８億７，３７４万７，０７０円でございます。

次の２３ページお願いいたします。令和元年度のキャッシュ・フロー計算書でございます。一

番下に資金期末残高を載せております。３月末の現金としまして、４，７２０万１，８５８円と

なっております。

次の２４ページからは明細書などとなっておりますので、お読み取りをお願いいたします。

以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 病院事業管理者でございます。議案書１２ページをお願いい

たします。議案第７７号、令和元年度南部町病院事業会計決算の認定について。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、令和元年度南部町病院事業会計決算を別紙監査

委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

別冊、南部町病院事業会計決算報告書をお願いいたします。１ページをお願いいたします。令

和元年度南部町病院事業決算報告書でございます。１、収益的収入及び支出。まず、収入でござ

います。第１款、予算額、補正予算を入れまして中ほどでございますが、病院事業収益２４億１，

６３９万９，０００円に対しまして、決算額は２２億８，２１９万８，３２７円となり、予算額

に比べましてマイナス１億３，４２０万６７３円となりました。内訳でございます。第１項医業

収益、予算額１８億９，６２４万円に対しまして、決算額１７億８，６４８万８，６６６円とな

り、予算額に比べましてマイナス１億９７５万１，３３４円となりました。第２項医業外収益、

予算額５億２，０１５万９，０００円に対しまして、決算額４億９，５０９万４，８６２円とな
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り、予算額に比べましてマイナス２，５０６万４，１３８円となりました。第３項特別利益、予

算額ゼロでございます。決算額６１万４，７９９円となりました。

次に、支出でございます。第１款病院事業費用。予算額、補正はございません。中ほどやや右

でございます。病院事業費用２４億１，４７０万円に対しまして、決算額２２億９，２０７万９，

９４７円となり、予算に対しまして１億２，２６２万５３円の不用額となりました。内訳でござ

います。第１項医業費用、予算額２３億４，５０２万３，０００円に対しまして、決算額２２億

２，３３９万６，０７６円となり、予算に対しまして１億２，１６２万６，９２４円の不用額と

なりました。第２項医業外費用、予算額６，９６７万７，０００円に対しまして、決算額６，８

６８万３，８７１円となり、予算額に対しまして９９万３，１２９円の不用額となりました。

続きまして、２ページを御覧ください。資本的収入及び支出でございます。まず、収入でござ

います。第１款資本的収入でございます。補正を入れました予算７，４９５万６，０００円に対

しまして、決算額１億１７８万２，４８８円となり、予算額に比べまして２，６８２万６，４８

８円の増となりました。内訳でございます。第１項補助金、予算額３，７８０万円に対しまして、

決算額３，７８０万４０８円となり、４０８円の増となりました。第２項企業債、予算額３，６

４０万円に対しまして、決算額３，３６０万円となり、予算額に比べましてマイナス２８０万円

となりました。第３項固定資産売却収入でございます。予算額７５万６，０００円に対しまして、

決算額１８万５，８４９円となり、予算額に比べましてマイナス５７万１５１円となりました。

第４項一般会計出資金でございます。予算額ゼロに対しまして、決算額３，０１９万６，２３１

円となりました。

次に、支出でございます。第１款資本的支出。補正を加えました予算額２億３，３７２万円に

対しまして、決算額２億２，７８３万５，４４７円となり、予算額に対しまして５８８万４，５

５３円の不用額となりました。内訳でございます。第１項建設改良費、予算額４，１３０万円に

対しまして、決算額３，６７３万６，０１３円となりました。予算額に比べまして４５６万３，

９８７円の不用額となりました。第２項企業債償還金でございます。予算額１億８，９７８万円

に対しまして、決算額１億８，９７７万９，４３４円となり、予算額に対しまして５６６円の不

用額となりました。第３項貸付金、予算額２６４万円に対しまして、決算額１３２万円となり、

予算に対しまして１３２万円の不用額となりました。

続きまして、３ページを御覧ください。令和元年度南部町病院事業会計損益計算書でございま

す。１、医業収益。入院収益、外来収益、その他医業収益を加えまして１７億７，７７６万６，

９９８円でございました。
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２、医業費用。給与費、材料費、経費、減価償却費、資産減耗費、研究研修費を合わせまして

２１億７，５５９万５，３７６円でございました。

差引き、中ほど医業利益、右側でございます。医業利益はマイナス３億９，７８２万８，３７

８円でございました。

３番、医業外収益。受け取り利息配当金、他会計補助金、患者外給食収益、その他医業外収益、

資本費繰入れ収益、長期前受金戻入額合わせまして、４億９，３０２万８，９４９円でございま

した。

医業外費用。支払い利息及び企業債取扱諸費、その他医業外費用加えまして、１億８４９万３，

０２３円でございました。

先ほどの医業収益に医業外収益、医業外費用を差引きしました経常利益マイナス１，３２９万

２，４５２円でございました。

５番、６番、特別収益、特別損失を差引きいたしまして、下から４行目でございますが、当年

度、元年度純利益はマイナス１，２７３万３，５４３円となりました。

その下、前年度繰越利益剰余金がマイナス１０億９，９３２万１，８６２円でございましたの

で、一番下、当年度未処分利益剰余金はマイナス１１億１，２０５万５，４０５円となりました。

５ページを御覧ください。令和元年度南部町病院事業会計キャッシュ・フロー計算書でござい

ます。平成３１年４月１日から令和２年３月３１日を示しておりまして、一番下、資金期末残高、

これは令和２年３月３１日でございますが、この時点で現金３，７２１万５，００５円となりま

した。

６ページを御覧ください。貸借対照表でございます。資産の部。固定資産、流動資産、繰延資

産合わせまして、右の一番下でございますが、３５億５，８９５万２，２９３円でございます。

次のページ、７ページを御覧ください。上段、負債の部でございます。固定負債、流動負債、

繰延べ収益合わせまして、中ほど右でございますが、負債合計３４億６，３０１万７，２９５円

でございます。

下半分、資本の部でございます。資本金、剰余金合わせまして、下から２行目でございますが、

資本合計９，５９３万４，９９８円。以上、負債資本合計が一番下でございます。３５億５，８

９５万２，２９３円となりました。

１０ページを御覧ください。令和元年度南部町病院事業報告書。

総括でございます。上から４行目。入院患者数は延べ６万５１０人で、１日当たりでは前年度

に比較して１．１人の増となり、１６５．３人となりました。病床利用率では８３．５％となり、
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前年度より０．５ポイントの増となりました。外来患者数は延べ５万１，０３０人で、１日当た

りでは前年度に比較して７．９人の減となり、２１１．７人となりました。

経営状況は、先ほど申し上げました当年度末未処理欠損金は１１億１，２０５万５，０００円

となりました。

内容は、医業収益につきましては、入院収益では精神科病棟、一般病棟において患者数、収益

ともに増加し、前年比９０１万７，０００円の増収となりました。外来収益では精神科において

患者数が増加しましたが、その他の科におきまして患者数、収益が減少し、前年比２，５８０万

３，０００円の減収となりました。

４行下でございます。費用については、給与費が退職手当組合の負担率軽減による減、経費に

おいて委託料が増加したものの、薬品費、材料費の減少により費用全体では前年比５，６７８万

５，０００円の減となりました。

５行下でございます。人口減少による医療需要の縮小等、医療を取り巻く環境は大きく変わっ

てきていることや、容易に常勤医師を確保することは困難であることから今後も厳しい状況は続

きますが、事業管理者を中心に職員一丸となって経営改善に努めていくとともに、地域住民への

安心の提供という役割を担い、信頼される病院を目指してまいります。

なお、今年度は経営コンサルタントの知見を活用し、介護療養病床の機能転換への議論を進め

たところですが、令和２年度は病院全体の病床機能の在り方や経営の安定化のための議論を加速

化し、新たに新改革プランを作成することとしております。

以下に職員の現在数、１２ページ以降に経理の諸表をつけております。御覧いただけたらと思

います。

以上でございます。御審議方、よろしくお願いいたします。

続きまして、議案書の１３ページでございます。議案第７８号、令和元年度南部町在宅生活支

援事業会計決算の認定について。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、令和元年度南部町在宅生活支援事業会計決算を

別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

別冊、南部町在宅生活支援事業会計決算報告書を御覧いただくようお願いいたします。１ペー

ジを御覧ください。１、収益的収入及び支出でございます。まず、収入でございます。第１款在

宅生活支援事業収益。補正はございません。中ほど、予算額４，３７０万円に対しまして、決算

額４，０９６万５，３２８円となり、予算額に比べましてマイナス２７３万４，６７２円となり

ました。内訳でございます。第１項訪問看護収益、予算額４，３６２万９，０００円に対しまし
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て、決算額４，０７１万１，８１９円となり、予算額に比べましてマイナス２９１万７，１８１

円となりました。その他収益につきましては、予算額７万１，０００円に対しまして、決算額２

５万３，５０９円となり、予算額に比べまして１８万２，５０９円の増となりました。

次に、支出でございます。第１款在宅生活支援事業費用。補正はございません。中ほど、予算

額４，３７０万円に対しまして、決算額３，９３８万６，６６２円となり、予算に対しまして４

３１万３，３３８円の不用額となりました。これはそのまま全額訪問看護費用でございます。

次のページ、２ページを御覧ください。令和元年度南部町在宅生活支援事業会計損益計算書で

ございます。

１、訪問看護収益。居宅介護収益、訪問看護療養収益、その他収益合わせまして、４，０９６

万４，８１９円でございました。

訪問看護費用でございます。給与費、材料費、経費合わせまして、３，９２３万８，２３２円

でございました。

差引き、訪問看護利益といたしまして、１７２万６，５８７円となりました。

その他収益、その他費用を差し引きまして、下から３行目、当年度純利益は１５７万８，６６

６円となりました。前年度までの繰越利益剰余金２，７８３万２，１８３円に加えまして、当年

度未処分利益剰余金は２，９４１万８４９円となりました。

続きまして、４ページを御覧ください。キャッシュ・フロー計算書でございます。一番下、令

和２年３月３１日、資金期末残高でございますが、２，６２６万９，８４５円となっております。

次のページ、５ページ、貸借対照表でございます。資産の部。１、固定資産、３、繰延資産は

ございません。２番、流動資産３，２８１万４，１７１円、これが資産の合計でございます。

次、６ページお願いいたします。負債の部でございます、上半分。固定負債、繰延べ収益はご

ざいません。流動負債３４０万３，３２２円、これがそのまま負債の合計でございます。

資本の部でございます。資本金はございません。剰余金、下から３行目でございます。２，９

４１万８４９円、これがそのまま資本の合計でございます。

一番下、負債資本合計３，２８１万４，１７１円でございます。

８ページを御覧ください。令和元年度南部町在宅生活支援事業報告書でございます。

総括を読ませていただきます。地域包括ケアシステムや効果的・効率的で質の高い医療提供体

制が求められてる中、支える医療を提供する訪問看護ステーションは在宅医療における中核的な

役割を担っております。とりわけ退院後の生活を支える在宅医療や介護サービスにより早期に在

宅復帰や社会復帰を可能とするとともに、生活支援や介護予防を充実させ、住み慣れた地域で長
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く暮らすことができるようにすることが必要で、医療・介護・福祉の連携がますます重要となっ

ております。西伯病院南部町訪問看護ステーション職員は、入院時より退院支援を見据えた看護、

外来患者が在宅で安心して過ごすための看護や支援を目標として事業を展開してまいりました。

事業収益の決算額は４，０９６万５，０００円で、前年度に比べ３７３万５，０００円の減収と

なりました。また、事業費用の決算額も３，９３８万６，０００円で、前年度に比べ２４５万４，

０００円の減額となり、当年度の純利益は１５７万８，０００円となりました。

今年度は、訪問回数等業務量、患者・利用者数延べ人数とも減少しましたが、近年の当年度純

利益は黒字化を継続しております。特に当院では、精神科を併せ持つ公立病院として訪問看護の

需要は高いものとなっております。在宅医療の推進が加速化される中、精神科患者の地域移行・

在宅復帰が推進される状況においては、加えてその増加が見込まれる認知症への対応等、訪問看

護・訪問介護の需要はますます増加するものと思われ、今後の組織体制の充実強化も引き続き重

要な課題であります。

以下に職員数等、経理に関する所見をつけております。お読み取りいただきますようよろしく

お願いいたします。

以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。

○議長（秦 伊知郎君） 令和元年度一般会計、特別会計及び企業会計についての説明が終わりま

した。

ここで決算審査の意見書が提出されていますので、審査の結果につきまして代表監査委員であ

ります仲田監査委員のほうから報告を受けたいと思います。

仲田代表監査委員。

○監査委員（仲田 和男君） 監査委員の仲田でございます。お手元の審査意見書を御覧いただき

たいと思います。

令和元年度南部町一般会計、特別会計及び企業会計の決算審査につきまして、記載の法令に基

づきまして、次のとおり審査意見書を提出いたします。

１ページをお願いいたします。審査の概要でございます。

期間と場所でございますけども、令和２年６月２５日から８月７日まで、監査委員室におきま

して、細田委員と監査を実施したところでございます。

審査の対象は、記載の事業でございます。

２ページをお願いいたします。審査の方法は、１から５の諸点につきまして、関係諸帳簿及び

証拠書類の照合精査をいたしまして、適切な事業運営と予算執行がなされているかを審査したと
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ころでございます。

４番、審査のための説明を求めた部局、機関は、記載の部局でございます。

第２、審査の結果でございます。

審査計数の状況でございます。町長より提出された決算書に基づき、歳入歳出、関係諸帳簿及

び証拠書類を照合審査した結果、決算計数はいずれも符合しており、誤りのないものでございま

す。また、基金の運用状況を示す書類の計数につきましても、関係諸帳簿及び証拠書類と符合し

ており、誤りのないところを認めたところでございます。

３ページをお願いいたします。第３、一般会計、特別会計でございます。概要につきましては、

執行部より説明がなされますので、省略をいたします。

４ページをお願いいたします。２、一般会計、特別会計の審査意見でございます。

１、近年、全国各地で異常気象による災害が多発し、貴い命が失われております。これらの被

害を最小に防ぐためには、適切な情報伝達と避難対策が重要であります。それぞれの地域に応じ

た分かりやすい情報伝達に努めていただきたいと思います。

さらに、災害時における地域の活動は、地域住民の共助はもとより、地域における消防団活動

は重要なものになります。現在、定員割れをしている消防団員の確保対策を積極的に推進し、地

域防災体制の強化をお願いしたいと思います。

２、移住定住対策は本町の財源構造に大きな柱となる施策であります。令和元年度においても、

定住促進奨励金、子育て世帯等応援定住促進奨励金、空き家一括借上げ事業など成果を上げてお

ります。町内への移住希望の声に応えられるよう諸施策の充実を図られるとともに、多くの町内

外利用者が集う多年代交流拠点として新設されます複合施設、温泉施設は、南部町民の魅力の発

信の地となるように大きな期待を寄せるものでございます。

３、令和元年度決算において、町所有の普通財産として宅地４，６６７平米、その他土地２２

万１，９３１平米が確認されましたが、町有財産は町民共有の重要財産であるとの認識の下、有

効に活用されるよう管理計画の策定をお願いいたします。

第４、財政健全化判断比率でございます。町長より提出された基礎資料に基づき、健全化判断

比率及び資金不足比率について審査をいたしました。概要につきましては省略いたします。

５ページをお願いいたします。２、健全化指標の審査意見でございます。

それぞれの指標につきまして、早期健全化基準内であることを確認いたしました。

一般会計における単年度実質公債費比率は年次的に低下しております。が、一方では、企業債

の償還に対する将来負担見込額は流動的に推移しております。これは一般会計以外の起債残高の

－４３－



状況に大きく左右されることを示しております。公営企業会計に対する一般会計からの繰出金の

増加は、町財政の硬直化を招くおそれがあります。今後とも公営企業の事業経営の安定化を図り

つつ、財源確保や事業の効率化、経費節減など計画的な財政運営に取り組んでいただきたいと思

います。

第５、企業会計でございます。

１、水道事業会計。概要につきましては省略いたします。

２、水道事業会計の審査意見でございます。

令和元年度決算においては、歳出削減により赤字収支の縮小に努め、収益に見合った随時の計

画見直しもされており、水道事業経営の改善努力がなされておりました。

２、布設管の老朽更新など維持管理に係る費用は長期にわたり重要課題であります。水道事業

の将来の安定供給のため、令和元年度に策定された更新計画に基づき、着実な事業実施を望むも

のであります。

６ページをお願いいたします。病院事業会計でございます。概要につきましては省略いたしま

す。

２、審査意見でございます。

１、病院事業決算は単年度赤字が続き、累積赤字も年次的に増加している状況であります。公

営企業会計の法適用を受ける本会計は、自治体病院といえども自主自立が大原則であります。経

営改善は急務であり、新たに策定される西伯病院新改革プランは、地域医療構想の動向も十分に

考慮され、開設理念である自治体病院の責務と公営企業体としての病院経営を両立され、確実な

経営改善を図っていただきたいと思います。

２、在宅医療に向けた西伯病院独自の新しい取組として導入された歯科検診車は、車両の不具

合等の要因は認められるものの、十分に稼働している状況とは言えないと考えます。確実な実施

形態を早期に確立し、十分な成果が上げられるよう期待いたします。

３、在宅生活支援事業会計でございます。概要は省略いたします。

２、審査意見であります。

収支の黒字化が堅調であります。関係者の努力を高く評価するところでございます。高齢化に

伴う本事業のニーズは増加することが予想されるため、体制強化に取り組まれ、さらに安定した

サービス提供が行われるよう努力をお願いいたします。以上でございます。

・ ・

○議長（秦 伊知郎君） お諮りいたします。本日の会議は、会議規則第２５条第２項の規定によ
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り、これにて延会したいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本日は、これで延会することに決定い

たしました。

また、明日４日の会議に議事を継続いたします。定刻９時からですが、引き続き議案審査を行

う予定でありますので、御参集をよろしくお願いいたします。本日は長時間、大変御苦労さんで

した。

午後４時０５分延会
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